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第 1 0 章では，窒素・水混合体が回路中を流れる場合に対して圧力波と密度波の伝播特性を統計的
相関法によりしらべ，密度変動の伝播は流れの速度で主として定まり，圧力伝播は位相速度として規
定できることをのべている。
第 1 1 章は，結論で各章の結果を総括し，今後の問題点を指摘している。
論文の審査結果の要旨
本論文は気液二相ムり成る流体における圧力波の伝播機構を解明するための基礎的実験研究をまと
めたもので、，気液間の動的すべり効果を導入した著者の理論によって，多くの実験結果を説明しているO
すなわち，気相と液相の質量，運動量の式を摂動論により線型近似し，波動の特性方程式を導き，
気液二相より成る流体の特性として，気体の圧縮性と液体の慣性が結合して伝播速度を著しく低下さ
せるが，気液間の動的すべりが起ることにより伝播速度が動的すべりのない場合よりも増加すること
を明らかにし，又関連した実験上の事実を説明している。更に，圧力が波動の位相速度で伝播してい
るのに対し，ボイドの伝播は媒質の流速に強く支配されることを見出している。
以上のように本論文は，動的すべり効果の考えを導入して気液二相流における圧力波の伝播機構を
解明するとともに，原子炉安全性評価上重要な二相流の圧力伝播の物理的意味を明らかにしており，
その成果は工学上貢献するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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